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報道関係各位

令和６年９月１９日
茨城県営業戦略部観光誘客課

茨城県内のフィルムコミッション全体で
600作品を支援

経済波及効果推計額が累計100億円突破

３ その他
（１）主な支援作品
・映 画：「もしも徳川家康が総理大臣になったら」、「ゴールデンカムイ」、

「あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。」ほか
・ドラマ：「光る君へ」（ＮＨＫ）、「仮面ライダーガッチャード」(テレビ朝日)、

「ＶＩＶＡＮＴ」（ＴＢＳ) 、「366日」（フジテレビ）ほか
（２）令和５年に10億円以上の興行収入のあった実写映画（22作品）のうち、本県が支援した作品
「ゴジラ-1.0」、「ミステリと言う勿れ」、「東京リベンジャーズ2 血のハロウィン編 -運命-」、
「東京リベンジャーズ2 血のハロウィン編 -決戦-」、「ラーゲリより愛を込めて」、
「シン・仮面ライダー」、「翔んで埼玉 ～琵琶湖より愛をこめて～」、「月の満ち欠け」（８作品）

茨城県内のフィルムコミッションが中心となってロケ支援を実施した令和５年度（１年
間）の作品数は６００作品（対前年度比97％）、撮影日数については１，３１１日（対前年
度比86％）となりました。ロケ支援による経済波及効果推計額は約４．５億円（対前年度比
55％）でした。
なお、令和４年度実績と比べ、ロケ延べ日数及び経済効果が減少した理由は、大型作品や

長期ロケを伴う作品（「ゴジラ-1.0」、ネット配信ドラマ）の減によるものと考えられます。
ロケ支援した作品数は、平成14年10月に県にフィルムコミッション推進室を設置して本格

的にロケの誘致・支援活動を開始して以来、21年間で９，１３０作品、経済波及効果推計額
は累計１００．２億円となりました。

２ フィルムコミッション経済効果１ ロケ支援件数、撮影日数

作品数撮影
日数

※お問い合わせ 茨城県営業戦略部観光誘客課 松村、島田
電話０２９－３０１－３６３２ E-mail ibaraki-fc@pref.ibaraki.lg.jp

（参考：消費推計額及び経済波及効果推計額の算出方法）
・消費推計額：撮影隊の宿泊費、弁当代及び撮影機材のレンタル料など、アンケート調査等をもとに算出
・経済波及効果推計額：国土交通省総合政策局「ロケーション撮影による地域経済効果の推計手法等に

関する調査報告書」の係数をもとに算出

累計
推計額
（億円）

単年度
推計額
（億円）

累計経済波及
効果推計額

１００．２億円



年度 作品数（対前年度比） ロケ延べ日数（対前年度比）

H14＊ ３２ ２２７

H15 １３５（４２２％） ５５５（２４４％）

H16 ２０７（１５３％） ７６６（１３８％）

H17 ３０４（１４７％） ８４７（１１１％）

H18 ３３６（１１１％） １，０５４（１２４％）

H19 ３５５（１０６％） １，２１８（１１６％）

H20 ３５７（１０１％） １，１１９（ ９２％）

H21 ３７８（１０６％） １，２０３（１０７％）

H22 ３３９（ ９０％） １，０７８（ ９０％）

H23 ３１６（ ９３％） １，０４２（ ９７％）

H24 ３９０（１２３％） １，０４４（１００％）

H25 ５６６（１４５％） １，０６５（１０２％）

H26 ５５０（ ９７％） １，１９０（１１２％）

H27 ５８３（１０６％） １，１３０（ ９５％）

H28 ５２６（ ９０％） １，１４７（１０２％）

H29 ５２８（１００％） １，２２６（１０７％）

H30 ６０６（１１５％） １，３１８（１０７％）

R 1 ５１５（ ８５％） １，２５３（ ９５％）

R 2 ３４４（ ６７％） ６３３（ ５１％）

R 3 ５４４（１５８％） １，０４６（１６５％）

R 4 ６１９（１１４％） １，５２４（１４６％）

R 5 ６００（ ９７％） １，３１１（ ８６％）

累計 ９，１３０作品 ２２，９９６日

【ロケ支援取組実績】
①年度別ロケ支援実績

参考資料



年度 ロケ隊による経済波及効果推計額（対前年度比）

H14 約１億円

H15 約２億７千万円（２７０％）

H16 約４億１千万円（１５２％）

H17 約４億７千万円（１１５％）

H18 約５億１千万円（１０９％）

H19 約５億２千万円（１０２％）

H20 約５億円（ ９６％）

H21 約５億４千万円（１０８％）

H22 約５億円（ ９３％）

H23 約５億２千万円（１０４％）

H24 約５億４千万円（１０４％）

H25 約５億５千万円（１０２％）

H26 約６億１千万円（１１０％）

H27 約４億８千万円（ ７９％）

H28 約４億円（ ８３％）

H29 約４億４千万円（１１０％）

H30 約４億５千万円（１０２％）

R 1 約５億１千万円（１１３％）

R 2 約１億３千万円（ ２５％）

R 3 約３億円（２３０％）

R 4 約８億２千万円（２７３％）

R 5 約４億５千万円（ ５５％）

累計 約１００億２千万円

＊①、②のH14年度の数値は、どちらも10月１日（フィルムコミッション設立日）
以降（半年分）の実績。

②年度別経済効果

③令和５年度地域別ロケ状況

順位 ロケ地名 R4順位

１位 採石場（常陸大宮市） ２位

２位 筑波海軍航空隊記念館
／こころの医療センター敷地（笠間市）

１位

３位 採石場（笠間市） ４位

４位 鹿島海軍航空隊跡（美浦村） ４位

５位 竜神大吊橋（常陸太田市） 圏外

６位 竜ケ崎飛行場（龍ヶ崎市） ３位

６位 さしま環境センター（境町） 圏外

８位 須田浜海岸（神栖市） 圏外

９位 茨城空港（小美玉市） 圏外

10位 筑波山（つくば市） ８位

10位 関東鉄道常総線 10位

④令和５年度に利用頻度の高かったロケ地トップ１０
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